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　医療は情報処理技術では太刀打ちできない分野と

いう印象が強いが，近年確実に様相が変化してきて

いる．医師を補助する医療機器や検査が導入され数

値や画像で病状を判断するようになり，ビッグデー

タとして蓄積されるようになった．近年の Deep 

Learning（ディープラーニング：深層学習）技術の

進歩により蓄積されたビッグデータを用いて学習が

可能となり，まだ限られた領域であるが診断を行え

るようになってきている．教師なし学習によるデー

タに内在する特徴を抽出する技術は画期的な方法と

して期待されている．

　特に Deep Learningが得意とする画像を使っ

た診断は大きな進歩を遂げている．2012年に

ILSVRC（ImageNet Large Scale Visual Recogni-

tion Challenge:大規模画像認識競技会）においてト

ロント大学の SuperVisionチームが CNN（Convo-

lutional Neural Network：畳み込みニューラルネッ

トワーク）を用いてエラー率 17％弱としたのを皮

切りにわずか数年で約 3％のエラー率に改善された．

人間のエラー率が 5％程度と言われているので，人

編集にあたって

間を超えたことになる．これに呼応するように米国

FDA（Food and Drug Administration）は，2017

年頃から医療 AIプログラムの臨床応用を承認する

様になり，現在ではいくつもの医療 AIプログラム

が米国 FDAの承認を得ている．

　日本でもAI技術を活用した医療機器の製造販売

を，厚生労働省や第三者認証機関が認めたこともあ

り，活発に医療AIプログラムの開発研究，製品化

が行われている．厚生労働省保健医療分野 AI開発

加速コンソーシアムでも AI技術活用のロードマッ

プ等を議論し，導入を推進している．AI技術は効

率化や最適化だけでなく，医療に対して新しい付加

価値をもたらすものとなる可能性がある．見える化

により医療現場で起こるさまざまなトラブルや悩み

を解決に導ける可能性もある．

　第 1の記事は日本の医療AIプログラムを牽引して

いる藤田広志氏による「AI 画像診断の全体像と将来
の展望―医師を助ける “ 第三の目 ”―」である．画像
診断システムの開発史，日本における画像データの

ビッグデータ化推進状況，臨床現場での課題につい
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て解説していただく．「最終判断は医師によるもので

なければならない」「医師はその最終的な判断の責任

を負うこと」が鉄則である．今後はAI技術を賢く利

用する医師が優秀な医師と言われる時代が来るのか

もしれない．

　第 2の記事は，荒木健太氏，小倉正彦氏による「医
療画像 AI のもたらす未来―大動脈瘤の取り組みをも
とに―」である．岩手医科大学と共同で検討を行わ
れている大動脈瘤の画像診断補助および臨床意思決

定支援システムの紹介である．大動脈瘤の画像診断

において，経過観察目的で撮影された大動脈瘤 CTを

AI技術が解析し，動脈瘤の同定および自動計測，瘤

の増大の有無と診療ガイドラインに従った手術適応

の可能性の提示を行う臨床意思決定支援システムの

開発・検証および実診断業務への適用可能性を論じ

ていただく．

　第 3の記事は，諸岡健一氏による「外科治療 AI」
である．内視鏡手術を中心に外科治療におけるAI技

術の活用方法を診断から治療までの流れに沿って解

説いただく．外科治療では，手術前に CT画像，手

術中に内視鏡画像，X線画像など各種の画像を入手

することができる．AI技術を活用しこれらの画像か

ら術中の臓器の動きなど手術に関するデータを収集

できる．得られた情報は外科手術の安全性や正確性

を高め最適な治療を施す手助けになることが期待さ

れている． 

　第 4の記事は，畑中裕司氏による「眼底写真（光
学系）の診断支援―眼底 AI の開発状況と期待―」で
ある．眼科では眼底画像や光干渉断層撮影画像をは

じめ，視力，眼圧など各種データを活用し診断を行う．

そのためビッグデータを取得しやすく医療AIプログ

ラムを適用しやすいと言われている．2020年に日本

眼科AI学会が発足するなどホットな眼科医療AIプ

ログラムの現状を詳細に紹介いただく．

　第 5の記事は，塩澤繁氏による「歯科パノラマエッ
クス線画像による AI 診断」である．歯科ではパノラ
マエックス線写真，ディジタルX線写真を活用し診

療を行う．そのため眼科同様ビッグデータを得やす

く医療AIプログラムを適用しやすい領域と言われて

いる．また外科同様治療中，治療後の口内の状況把

握は重要で，正確性を高め最適な治療の助けになる

ことが期待されている．本記事では歯科医療AIプロ

グラムの仕組み，現状を紹介いただく． 

　AI画像診断が医療現場を変えるそう遠くない未来，

明るい未来を想像いただけるのではないかと思う．高

齢化が進む日本では医療従事者の負担は増える一方

である．医療費の削減も重要な課題である．その解

決策となり得るAI画像診断に期待したい．

（2020年 12月 7日）
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3 外科治療 AI

諸岡健一 岡山大学

　外科治療では，内視鏡画像や超音波画像など手術

前や手術中にさまざまなモダリティ画像が取得でき

る．これら画像にAI技術を導入することで，人体

解剖や手術に関する情報を収集でき，現在多種多様

な情報を蓄積できる状況になりつつある．本稿では，

主に内視鏡手術を対象として，診断から外科治療ま

で流れに沿って外科治療におけるAIの応用技術につ

いて解説する．

11 AI 画像診断の全体像と将来の展望 AI 画像診断の全体像と将来の展望
　 ―医師を助ける“第三の目”―　 ―医師を助ける“第三の目”―
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　『ディープラーニング』（DL）技術の出現により，画像診断の

精度が医師を超えるレベルに達する研究事例も多く報告されて

いる．医用画像支援診断（以下，CAD）のための AI医療機器

では，米 FDA（食品医薬品局）や本邦の薬機法承認されたもの

が出現し，商用化が始まっている．本稿では，従来型 CADか

ら DL型AI-CADの開発の現状，その多様化・進化，課題，今

後の展望などについて，臨床実利面を中心に解説する．

22 医療画像 AI の 医療画像 AI のももたらすたらす未来未来
　 ―大動脈瘤の取り組みをもとに―　 ―大動脈瘤の取り組みをもとに―
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AI 画像診断支援ソリューション

③業務システムに送られてきた画像をAI分析
結果を画像上の異常個所とテキストとして表示

テキストメモ

②画像を送信①撮影をオーダー

④診断レポート
を記述

⑤放射線科医の
レポートを基に診断

　ヘルスケア分野において，AI 活用の試みが活発化

している．特に医療の核である診断業務に重点を置く，

医師の診断を支援するソリューション開発の取り組み

が盛んである．取り組みの概要と，AIソリューション

が今後医療現場へと浸透していく上での課題について

紹介する．

荒木健太・小倉正彦 NTT データ
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44  眼底写真（光学系）の診断支援眼底写真（光学系）の診断支援
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畑中裕司 大分大学

　2018年に米国で糖尿病網膜症の自動診断AIを医用画像診

断では世界で初めてFDAが認可した．医用画像は医師のみが

診断可能であったが，このFDAの認可は医療現場の厳しい現

実とAIが実用化のレベルに近づいていることを示唆している．

本稿では国内外の眼底写真から疾患を判別するAIの開発状況，

眼底写真から病変を自動認識するAIの開発状況について紹介

する．さらに，医療現場の眼底AIへの期待についても述べる．

　　55  歯科パノラマエックス線画像による AI 診断歯科パノラマエックス線画像による AI 診断

塩澤　繁 メディホーム（株）

　歯科AI診断の導入は，歯科医師の読影負荷の軽減や精度の均一化，見落
しリスクの軽減，病気の早期発見などが期待されており，経営状況が厳しい歯科
診療所も多い中で，導入により得られるメリットも多い．一方で，精度の高いAI

の実現には，質の高い大量の教師データに加え，歯科医師によるアノテーション
作業が必要となる．さらに，医療現場に導入するためには，まだAI機器として
の事例が少ない医療機器認証などを取得する必要もあるなどの課題も多い．
　本稿では，歯科業界や画像認識AIの概説，現在取り組んでいるAI診断の
研究と，AI導入までの流れと展望について述べる．
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